
八丈島方言の研究

- 語桑的特色と人体語桑

八丈島方言は奈良朝期の東歌の言語的特徴のいくつ

かを残していることですでに広く世に知られている方

言である｡これら残存する古形を解明することは.す

でに多くの日本語で失われて,その考察を不可能にし

ている日本語の歴史的発展過程の重要な一面を明らか

にしてくれるにちがいない｡このような観点からいく

つかのすぐれた研究もすでに行なわれている｡ところ

が,この方言の重要性に比して.その方言の稔体を調

査研究した文献は意外に少ないことに気づく｡方言が

急速に失われていくことを思うとき,これらの方言を

総体的に記述する必要を痛感するのである｡

このようなわけで,東京都立大学では,国語学ゼミ

のメンバーを中心に時間のゆるす限り,八丈島方言の
&サワ

調査を実施することにした｡昭和50年には末書 (洞姶
サT7
釈)集落を中心に,昭和51年 ･同54年には三根集落を

中心に現地調査を実施し,現在,継続中である｡イン

フォーマントは必要に応じてあげることにするが,

末書集落 沖山歌子氏 (64歳)

三根集落 奥山利平氏 (71歳)

を頭に,多くの方々であった｡この島で生まれ,島で

育ち.島で生きた多くの方々のご協力に感謝するもの

である｡中にはすでに世を去られた方もある｡ご冥福

を祈りたい｡

中 本 正 智

には東山と西山の二つの山がある｡俗に,それぞれ三

原山と八丈富士と称している｡

江戸時代には流人の島として幕府の重要な行政下に

あった｡現在は東京都に含まれている｡

一時期には過疎の傾向が強かったが現在では観光の

島として定着しつつある｡夏には人口の移動がはげし

く,島の人口の3倍ぐらいになる｡

これまで幾度か現地調査を実施し,これからも調査

を重ねて行くわけだが,これまでの調査資料をそろそ

ろまとめていくことにする｡集積した資料が埋没しな

いためにも｡

今回は,末書集落におけるいくつかの語菜的特色と

人体に関する語桑を記述することにした｡

八丈島は伊豆七島の中.もっとも外側に位置し,莱

京から南へ290キロ.黒潮を乗り越えて太平洋の中に

浮かぶ小島である｡周囲59キロ,面横70平方キロであ

る｡昔から ｢鳥も通わぬ八丈島｣とか,｢況人の島｣

と言われてきた｡

東京竹芝桟橋から毎晩出航する定期船がある｡夜の

11時に出帆し,次の朝八丈島に接岸する｡空路も●ひら

け,羽田からの定期便がある｡

絶海の孤島であるため,昔は住みづらい島であった｡

凶作 ･飢健が多く,古記録には悲惨な餓死の様子がつ

づられているほどである｡地理的に流刑に適している

ところから,幕府はこれを利用した｡黒潮のため気候

が温暖であり,植物の発育が良好で,現在では熱帯植

物 ･観葉植物の砧としても知られるようになった｡島
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語粟的特色

一日の時間帯に関する語粂

joake (夜明け)

torrmete (早朝) 地元では ｢束明天｣をあてる

が,語源は平安朝期の ｢つとめて｣にさかのぼ

る｡

asa (朝)

90:ramai (午前中) ｢昼食前｣という表現で ｢昼

食｣を基準とする｡90:ra は ｢昼食｣のこと｡

90:ra (畳) 本来は ｢畳食｣の意であったが,時

間の表現に用いられ ｢正午｣の意となる｡｢午

後から出かける｣の｢午後から｣は 90:rakara～

と表現する｡

ju:gata (夕方)

joru (荏)

ban (晩)

jonaka (夜中)

maiasa (毎朝)

me:ban (毎晩)

jodo:Ji (一晩中)



hannitJi (半日)

ちなみに,一日の食事名をあげる｡

asake (朝食)

90:ra (昼食)

jo:ke (夕食)

tJagaJi (3時頃のおやつ)

日･月 ･年を表わす語菜

今日を0とし,昨日を+1,-昨日を+2のように

表わし,明日を-1,明後日を-2のように表わすと

すれば,八丈方言の日を表わす語菜は次のようになる｡

+1 kin°:0 ki:(今日)-1 asu
(昨日)

+2 utJitJi:
(一昨日)

+3 ottsakil10utJitJi:
(一明昨日)

+4 jokkamai
(一昨昨日の前)

(明日)

-2 asatte

(明後日)

-3 sannasatte

(明明後日)

-4 Jigasatte

(明明後日の次)

昨日,今日,明日が基本的な語で,他は派生語であ

る｡

mainitJi (毎日)

itJinitJioki (一目置き)

itJinitJid3u: (一日中)

それぞれの日の朝は,

O ki:nuto… ete

(今朝)

+1 kini:nutom ete -1 aJitanotom ete
(昨朝) (明朝)

のように表わす｡

それぞれの日の夜は,

+1 kininojoru 0 ki:nojoru-1 aJitanojoru
(昨晩) (今夜) (明晩)

+2 utlitli:nojoru -2 asatteno)oru

(一昨晩) (明後日の晩)

のように表わす｡

月については

+1me:notsuki0 konotsuki-1 raigetsu
(先月) koogetsu (来月)

(今月) -2 saraigetsu

(再来月)

のように表わす｡

年については,

+1 kjonen 0 kotoJi -1 rainen

(去年) (今年) (来年)

+2 ototoJi

(一昨年)

+3 sakiototoli

(一昨昨年)

のように表わす｡

-2 sarainen

(再来年)

-3 sanneDgO

(再来年の次)

生物に用いる接尾辞 ｢メ｣

八丈方言では多くの生物に ｢メ｣を付ける｡

hettJome (とんぼ)

kabume (故)

he:me (鞄)

Jarmw (臥)

num e (衣)

kemuJime (毛虫)

dairome (なめくじ)

kaerume (蛙)

小動物にはほとんど ｢メ｣をつけている｡鳥などは

どうか｡

njatorime (にわとり)

pijome (ひよこ)

9a:tOme (鳩)

karasume (狗)

kokkome (あかはら)

家畜についても

uJime (午)

bame (牝牛)

tJoOkome (仔牛)

unume (鶴)

butame (豚)

jagime (山羊)

nekkome (描)

のように,大小にかかわらず,｢メ｣をつける｡

魚類についても

koin℃ (鯉)

dod30:me (どじょう)

kiDgjome (金魚)

少ugume (ふぐ)

takome (輪)

のように ｢メ｣をつける｡

ただし.すべての劫物に ｢メ｣をつけるのでなく｡

ud3imuJi (帆)

sudzume (雀)
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katsuo (鰹)

konasama (蛋)

のように,｢メ｣を付けない語もある｡

この接尾辞 ｢メ｣は,どのような語から発達したも

のであろうか｡それは,おそらく女性を表わす ｢め｣

から発達したものと考えられる｡｢め｣(女)は,中央

語においては,女性の社会的な地位の変化に応じて.

卑称の,たとえば｢あいつめ｣という場合の｢め｣を生

み出した｡八丈方言の ｢メ｣は,この中央語の変化と

は対照的に,｢女｣の｢かわいらしい｣面が意味的に発

展して,動物の接尾辞として定着したものであろう｡

同類の ｢メ｣は,茨城 ･佐渡ケ島にもある｡

ちなみに,東北方言にみられる接尾辞の ｢コ｣や琉

球方言の ｢グヮ｣は.生物のほか無生物にも用いられ

る｡八丈方言の ｢メ｣は生物だけに限られているのが

特色である｡

｢行 く｣と ｢来る｣

東京語の ｢行 く｣と ｢来る｣の意味を分析して記述

すれば,

行く-表現者の領域から遠ざかる移動｡表現者は

つねに移動の出発点側に立っているか,あ

るいはそこにいる意識をもっている｡

来る-表現者の領域へ近づく移動｡表現者はつね

に移動の目標点側に立っているか,あるい

はそこにいる意識をもっている｡

となる｡この二語は ｢表現者の領域意識｣と ｢移動方

向｣との関係によって成り立っていることがわかる｡

八丈方言の ｢行 く｣と ｢来る｣はどうか｡八丈方言

では,東京語の ｢表現者の領域意識｣と ｢移動方向｣

の要素の他に,oki(海寄り)に向かう移動か,jaburo

(山寄り)に向かう移動か,という要素が加わってい

る｡

ego(表現者)が山寄りに居て,海寄りとの関係に

おいて,｢行 く｣はderuといい,｢来る｣はkuruとい

う｡そして ｢行って来る｣はdetekuruという｡deru

は ｢出る｣を表わす語が意味的に発展したものであろ

つ｡

egoが海寄りに居て,山寄りとの関係において,｢行

く｣はikuといい,｢来る｣はdekuruという｡そして

｢行って来る｣はittedekuruという｡

これを図示すると次のようになる｡

^丈方官の r行 くJ と r来る｣

人体に関する暦

象体の



Jite: (俄),Jite:ga 9iri: (鏑がひろい) 舟

現在はJitaiともいう｡

odeko (おでこ)

Jiwa (しわ),Jiwaga joru (しわがよる)

komekami (こめかみ)

mamige (局),mami ともいう｡

mamino aida (みけん)

majudsiri (眉尻)

rrnnako (日)

med3iri (目尻)

medarm (El玉),mentama:ともいう｡

Jirome (白眼)

kurome (具眼)

Jitomi (瞳)

rrumige (まゆげ)

matsuge (まつげ)

mamabuta (まぶた)

やutae (二重まぶた)

Jitoe (一重まぶた)

megaJira (目頭)

saggarime (たれ目)

aDgarime (上り日)

mekkatJi (片目)

urame: (やぶにらみ),｢恕引収Jという表現｡

toraho:me (トラホーム)

torirrc (鳥目)

tJikame (近目)

monomural (ものもらい)

mekura (めくら)

menada (涙),上代語では ｢なみ叩た｣であり,

後期には｢なみ甲だ｣となる｡琉球ではnadaと 頼

いつ｡

mejane (日やに)

mebataki (まばたき)

mekubase (めくばせ)

memawarl (めまい),｢目迎りJという表現｡

叩ema:riともいう｡
mekakuJi (めかくし)

naliu (泣 く)

miru (見る)

mitsumeru (見つめる)

nemeru (にらむ)

mabuJi: (まぶしい)
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hana (鼻)
hanaase (舟汗)

hananoana (舟の穴)

hanage: (鼻毛)
JiJibana (獅子鼻)

waJibana くわしみ)

daDgObana (団子舟)
hanagoi (鼻声)

hanad5iru (鼻汁)

aoppana (青身)

hanad3i (鼻血)

hanakusu (鼻くそ)

karTnru (におう),においの良 し ･慈しに関係 が

ない｡
ltaⅧtte kamatte (におって,におって)

やu:mi (良いにおい)｢風 味 ｣という表 現｡
ibiki (いびき)

ibikio kaku (いびき をか く )

kuJami (くしゃみ)

mimi (育)

mimikusu (耳垢),椿油を入れてとる｡

mimbare: (耳だれ ･中耳炎)

tsumbo: (つんは).糸を紡ぐときに音が出なくな

るものにもいつ｡

tsumboni naru (つんばになる)

mmnarl (耳鳴り)

mi血nariga Jita (耳鳴りがした)

kiku (開く)

ho: (構)

ho:butareta (頬をぶたれた)

ho:ppeta (ほっべた)

bin (頬毛の部分)

ho:pon (おたふく)

ho:bone (頬骨)

ekubo (えくぼ)

110kkaburi (頗かぶり)

hatJimaki (はちまき)

ho:hege (#)



口

kutJi (ロ)

kutlibiru (%)

uwekutJibiru (上唇)

JitakutJibiru (下唇)

ho:hege (_Wの総称)

tJobi9ige (ロ鞍)

jagi9ige (顎紫)

o:Ji (おし),oJimbo:ともいう｡

dormri (どもり),domoru (どもろ)

mitsukutJi (みつくち)

tsuba (唾)

jodare (よだれ)

tan (演)

Jita (普),現在はberoともいう｡

歯

nukaba (歯)

nukabaga jan℃te (歯がいたくて)

maeba (前歯)

okuba (奥歯)

itokiriba: (犬歯)

haguki (歯茎)

jaeba (八重歯)

soppa (出歯)

muJiba (虫歯)

hakusu (歯くそ)

mukutJi (無口)

oJaberi (おしゃべり)

kutJibue (口笛)

akubi (あくび),akobiが本来の方言｡

iki (息)

ikio su: (息をすう)

ikio su (息をする)

Jiki (咳)

Jikio su (咳をする)

geppu (げっぷ)

koi (声)

kande katasu (食べてからかたづける)

agaru (召しあがる)

agarijare (召しあがれ)

nomu (飲む)

nomoganl: (飲むように)

haku (吐く)

顎

agu (顎)

kasuge: (顎のつけ根)

uwaago (上顎)

嘱

nodobue (喉),nodoともいう｡

nodoga kawaku (喉がかわく)

nodo: hosu (喉をほす)

kutJiga kawaku (口がかわく)

nodomame (喉ばとけ)

nodobotoke (喉ひこ)

育

kubi (%)

kubisud3i (首すじ)

jeri (うなじ),後項はkubboという｡

局

ke:na (局),本来は ｢脆 J の意であるが,｢屑｣

を指すようになった｡kata (局)ともいう｡

kataga haru (屑がこる)

sarrm i (かいがら骨)

kembiki (けんぴき)

晩

ude: (脆)

ninoude (屑から肘までの部分)

9id5i (肘から手首までの部分)

9id5inoko (肘)

tJikara (力),tJikara kobu (力こぶ)

ju: (言う)

mono:Ju: (ものを言う),itta: (言った) 手

hanasu (話す)

donaru (叫ぶ).donarakasu (喧嘩などで叫ぶ)

9i:kuru: (大声で呼ぶ),｢吠え狂う｣という表現

か｡

kamu (食う)

te (辛)

tekubi (手首)

teno9ira (手のひら)

tenosud5i (手の筋)

tenoko: (手の甲)
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get)kotsu (こぶし)

jubi (籍)

ojajubi (親指)

JitosaJi (人差指)

nakajubi (中指)

kusurijubi (薬指)

kojubi (小指)

Jumon (指紋),｢手放｣という表現か｡

teno udzu (手のうずまいている紋)

tsun恐 (爪)

tsume aka (JK堀)

脇

waki (脇)

wakige: (脇毛)

wakiga: (脇奥)

wakibara (%J&)

Jitabara (脇の下方)

胴

do: (胴)

mune (脂)

abara (肋骨),abaraboneともいう｡

munage (胸毛)

oppal (乳),tJitJiは ｢乳液｣のこと｡

tJigata (乳房)

tJitJiltubi (乳首)

midzuotJi (みずおち)

hara (腹)

haraga kuttsuku (腹がへる)

haraga juwakja (腹がすいた),juwai, 脚

juwakjaは ｢ひもじい｣の意｡

haraga jameru (腹がいたい)

hettsobo (勝)

he50nOO (勝の緒)

hesonoo kiru (胎の緒を切る)

debeso (出牌)

hedaka (背中)

hedaka s也te tamo:re (背中をさすって

ください)

sekidzui (脊髄)

sesud由 (背筋)

sebone (背骨)

ltOJi (腰)

kotsuban (骨盤)
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dzakotsu (坐骨)

Jiri (尻)

biteikotsu (尾髄骨)

k0:mOn (旺門)

Jiri (陰門)｢尻｣にもいう｡

川ntJin (陰茎)幼児語だけでなく,一般的に用い

られる｡

tama (皐丸) kinnotarm.kintanTa:ともいう｡

Jaga: (陰毛)虎磐以外の毛をいう｡｢額鞍 J は

ho:Jagaという｡

*｢性交する｣については回答なし｡
中ugi: (内臓) 魚 .鳥 ･牛など動物一般の内政に

ついて用いられる｡

Jindzo: (心鹿)

kikan (気管)

hai (肺臓)

kandzo: (肝臓) kimoともいう｡

d3ind30: (腎臓)

bo:ko: (勝耽)

t†o: (脇)

ibl血uro (冒)

Jo:t†o: (小腸)

daitJo: (大腸)

kuso (大便)

kuso: maru (大便をする･朱をまる)

Jomben (小便)

Jomben su (小便をする)

9i:ri (庇)

9i:riga deru (庇が出る)

aJi (足)

中utomomo (脇)

maLa (股)

tsugume (膝) 9idzakaburaともいう｡

sune (艦)

kOmura (排)

aJikubi (足首)

ki:buJi (くるぶし) sotoki:buJi (外川のくる

ぶし) utJiki:buJi (内側のくるぶし)ウチキ

ーブシは茸にも喰わせるなと言われている｡

akki: (かかと)

aJinoko: (足の甲)

aJino9ira (足の袈)

tlitJitsultadzu (土踏まず)



dakkju: (脱臼) 普通にはどこそこがhadzureta

(はずれた)と表現する｡

tsuge: (関節)

tsuge:ga hadzureta (関節がはずれた)

tsurTuSaki (爪先)

少umitsukeru (踏みつける)

kettsumaguru (つまずく)

midzumuJi (水虫)

bikko (鼓)

bikko: 9iku (政をひく)

体の全体に関する活発

inotJi (命)

karada (体) Jitai (死体)

hada (肌)

Jappo:ge (鳥肌)

Jappo:gega takaru (鳥肌がたつ)

Jimojake (霜やけ)

kawa (皮)

Jiwa (しわ)

Jiwaga takatte (しわができて)

naJige (うぶ毛)｢生む｣をnasuという｡｢生し

毛｣という表現｡

adza (症)

kakke: (蒙古斑) 蒙古斑は親の腹にある何かが

残るものと言われている｡

kusube (ほくろ)

kobu (こぶ)

tako (たこ)

nⅥme (まめ ･水ぶくれ)

abata (あばた)

nikibi (にきび) 昔は｢にきび｣はほとんど出ず,

その語もあまり使わなかった｡

haremono (腫物)

kasabuta (かさぶた)

umi (膿)

umu (化膿する)

haremonoga unda (隆物が化膿する)

kidzu (侮)

jakedo (やけど)

tJi (血)

aosud5i (血管) kekkanともいう｡

niku (肉)

kinniku (筋肉)
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hone (骨)

ibo (疏)

少uJi (節)

ase (汁)

asema (あせも)アセモではなく,アセマである｡

abtuaase (脂汗)

aka (垢)

9ikitsuke (けいれん)

tJitJig記ru (筋をちかえる)

neorl (寂ちがい.) ｢潅折り｣という表現｡

alio 9inneru (捻挫する)

kede:jami (仮病)

keDko:tai (健康体)

kadze9iki (風邪)
harakudaJi (下痢)

iredzumi (̂ &)

ohaguro (お歯黒)

ikiru (生きる)

nasu (生む)

rmrubu (死ぬ) 人や生物一般に言う｡

ijoga ippe nⅥrondajo (魚がたくさん死

んだよ)

kusaga marunda (草が枯れた)

korosu (殺す)

少utoru (肥る ･太る)

jaseru (痩せる)

neru (凝る) jasumu (休む)ともいう｡

jasumuは ｢寝る ･横になる｣の意をもつ｡

okiru (起きる) ｢目覚める｣の意もある｡

jume (節)

jumeo miru (夢を見る)

e:mu (歩む)

keoken (片足跳)

tobiru (走る)

tobite tobite kuru (走って走って来る)

tatsu (立つ)

kagamu (屈む ･膝を折って低 くなる)

kogomu (屈む ･腰を折って低 くなる)

suwaru (坐る)

hau (這う)

tobu (飛ぶ)

atsuke: (あぐら)

atsuke:o kaku (あぐらをかく)

9idzamadzuku (正座する)

kaJikonⅥruともいう｡



katsugu (担ぐ) 天秤棒や丸太などをかつぐ｡

sasagu (頭にのせる)

八丈では頭に桶をのせて水汲みなどをした｡

Jou (背負う)

dzu: sageru (うつむく)

kaku (掻 く)

ke:garu (かゆがる)

kamaru (噴く●)

kamu (食う･食べる)

kuttJigiru (噛みつく)

JuWai (ひもじい)

ojogu (泳ぐ)

9im agaru (かじかむ)

hotobiru (豆や指などふやける)

中ujakeruともいう｡

urumu (しわになる)

tega urumu (手がしわびる)

hotooru (暑くなる)

Jatai (熱い)

Ojuga JaJai (お揚が熱い)

netsuga dete karadaga JaJai (熱が出

て体が熱い)

kogiiru (こごえる)

kusuguru (くすぐる)

mutsuka:Ji: (くすぐったい)

9akkoi (冷たい)

sudzuJi: (涼しい)

nurul (ぬるい)

ke:garu (痔がる)のげっぼいかゆみなどにいう｡

jameru (痛む) ｢いたい｣という形容詞のかわり

に ｢痛む｣を用いる｡

tsuburiga jameru (頭が痛い)

nukabaga jameru (歯が痛い)

kidzuga jameru (俗が痛い)

karui (軽い)

omul (亜い)

kiru (諮る)

nuku (脱ぐ)

tabio nuku (足袋を脱ぐ)

geta nuku (下駄を脱ぐ)

dzo:ri nuku (草履を脱ぐ)

hebirao nuku (着物を脱ぐ)

llaku (履く)

足袋 ･下駄 ･草履をhakuという｡

jami (病気)

kuSuri (秦)

doku (毒)

kowai (疲れる)

okkanai (恐い)

nekomu (潅こむ)

ja9iojaku (灸をすえる)

Jisei (姿勢)

gittJon (左利き) gittJo:ともいう｡

sekkogo (せむし)

sageru (持つ)

omokute sagekiranai (重くて持ちきれな

い)

okane sageru (お金を持つ)

高知でも同様にサゲルが ｢持つ｣の意である｡

参考文献

1948｢八丈島方言の研究- 特に上代性の逝有につい

て- (11｣北条忠雄 rEl本の言葉6J

1950r八丈島の言語調査J国立国語研究所 秀英出版

〔表記について〕

中は両替摩擦音, gは軟口蓋破裂音, :は長母音
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卒業論文 ｢他動詞 ｢する｣の

用法の分析｣要旨

佐 藤 悦 子

I.｢する｣は日常生活で頻矧 こ使われる語であるが,

その表わす意味内容は非常に抽象的であり.文脈によ

って多種多様である｡本論では,を格をとる他動詞｢す

る｣が,どのような構成要素と共起して,どのような

意味を表わすかを明らかにしたい｡

2. ｢する｣は英語の一do■と,表わす意味内容や多義

悼,抽象性といった点で似ている｡しかし d̀o'の果た

している ｢代助詞｣としての側面を ｢する｣が持って

いるとはいえない｡ここでいう ｢代動詞｣とは ｢前方

に用いられた助詞または動詞を中心とする語群の反復

を避けるために用いる動詞｣(r現代英語学辞典J成美

堂)のことである｡確かに,｢誰がそれを畢且ました

か- 私が上ました｣のような言い方はでき, d̀o'の

代動詞的用法と類似しているが.｢する｣の場合,代

用できる動詞に制限があり,前方動詞の内容を指示し

ているとは言い稚い｡先の例文の ｢する｣は ｢- 私

が空且ました｣｢- 私がと主上ました｣と同様,ある

事象を他の動詞を用いて言い直したものと考えた方が

よい｡

3.奥田 (1968-72)では,を格の名詞と助詞で構成

される連語を,それらのむすぴつき方によって分類し

ている｡(ここでポイントとなるのは,同一文中に共

起するその他の単語と各構成要素のカテゴリカルな意

味である｡)これに従って ｢する｣の連語がどのような

むすびつきを作るのかを検討してみた｡その結果は下

記の表のようにまとめられる｡

これは,森田 (1977)の ｢する｣の分類とほぼ照応

し,その妥当性が確認できる｡それぞれについて,｢す

る｣の意味はつぎのように記述することができる｡

Ⅰ.面的な物 (を格名詞)の表面を,ある物または

ある場所 (に格名詞)に接触 ･接着させてとりつ

ける｡

(｢帝をする,薬指に指輪をする･･････｣)

H.主体 (が格,｢は｣の名詞)がある変化 (を格名

詞)を実現する｡

(｢彼は勉強をする,川が氾濫をする,母が悲しい

顔をする･--｣)

Ⅲ.人,物,事 (を格名詞)をある状態 (に格名詞･
形容詞)に変化させる｡

(｢米を飯にする,彼を医者にする･-･･｣)

Ⅳ.主体 (が格,｢は｣の名詞)が,人,物,事 (を格

名詞)に対して何らかの判断 ･決定 (に格名詞)

をくだす｡

(｢彼を師とする,納税を義務とする--｣)

4. 前述した分類のうち,ⅠⅠの用法は ｢形式動詞 (良

体的属性概念が希帝で陳述の力だけがある動詞)｣と

して指摘されている｡しかし,この種の内容規定的な

むすぴつきは ｢する｣に限られるものではない｡｢英

語を話す,料理を作る･･-･｣などもそれであるO｢す

る｣は,｢話す,作る･･････｣といった助詞 と比べて抽

象的ではあるが,これだけを取りあげて ｢形式動詞｣

とするほどの材料はない｡

5.主体 (が格,｢は｣の名詞)が 〈与え手)く受け手〉

を表わす ｢あたえる,うける｣との比較検討から,二

者が関与する事象の表現において,｢する｣の能動性,

自発性が確認できた｡ここで ｢能動性｣とは ｢主体が

他者に働きかける｣表現,｢自発性｣とは ｢主体が自

然に働きかけられる｣ 表現を指す｡

参考文献

奥田靖雄 (1968-72)

｢日本語文法 ･連語論 を格の名詞と動詞とのくみ

あわせ(-)～(N｣r教育国語J

森田良行 (1977)

r基礎日本語J角川沓店

を格名詞の表わす意味 共起する単語とその意

味Ⅰ.とりつけのむすぴつき 物 に格の名詞 (物)に格の名詞.形容詞 (結果-状態)Il.変化の内容規定的なむすぴつき 変化m.対象の変化のむすぴ
つき 人,呪 物Ⅳ.知的な態度のむすぴつき 人, :_'拝.物 土

壁旦旦星型(判断 .決定)(傍線は共起が



卒業論文 ｢入水動詞の分析｣要旨

服 部 食 義

水と関係のある動詞のうち,水に入りこむことを表

す動詞を ｢入水動詞｣と名づけて分析を試みた｡本論

でとり扱った助詞は,｢つかる｣｢つける｣｢ひたる｣

｢ひたす｣｢しずむ｣｢しすめる｣｢もぐる｣である｡

それに,｢もぐる｣と関連して ｢かくれる｣｢ひそむ｣

なども分析の対象とした｡｢入水動詞｣とは言いなが

ら,水と関係のない用法もあるが,それらも扱った｡

そして食後に,水に関する場合を中心にして鮭理して

みた｡

｢つかる｣｢ひたる｣｢つける｣｢ひたす｣の4語は

1つのグループとみなすことができる｡他の動詞とは

違って,水に入る (入れる)ことによって水と接触す

る (させる)という特徴を持っているのである｡｢し

ずむ｣や ｢もぐる｣の場合も,もちろん水と接触して

いるが,特にこれに注目してはいない｡しかし,上の

4語には,水に接触すること,ぬれることが重要なの

である｡

｢つかる｣と｢ひたる｣は心理性の有無によって区

別した｡｢ひたる｣は多くの場合,心理的快感を伴う

が,｢つかる｣は伴わない｡また,｢つかる｣には ｢ひ

たる｣には無い,つけものが完成するという用法があ

った｡｢ひたる｣は ｢感激にひたる｣ など抽象的な用

法があったか,｢つかる｣にはない｡

｢つける｣と ｢ひたす｣は.港適性の有無により区

別した｡｢つける｣は,まわりの液体が対象物の内部

にしみこんでもしみこまなくてもよいが,｢ひたす｣

は多くの場合,しみこむと言えそうである｡ただし.

｢つける｣も,つけものをつくるという場合は,しみ

こむと言える｡

これらの動詞は,水面近くに物体が位置するという

特徴を持っていると考えられがちだが,それは付随的

な特徴として処理した｡深く入ると心理的快感を伴う

ことが少ないから ｢ひたる｣は言いにくく,｢ひたす｣

は,深く入らないうちに,物体内部に水がしみこむこ

とが完了してしまうので言いにくいのではないかと考

えた｡｢つかる｣｢つける｣の方は,｢ひたる｣｢ひたす｣

に比べれば,深く入る場合でも言えそうであるが,深

く入るには移動を伴い,移動を表す ｢しずむ｣などで

言うことが多いので用例が少ないのではないか｡

｢しずむ｣と ｢もぐる｣は共に移動を伴う｡｢しず

む｣は,重力にしたがった液体表面から到達点までの

移動であるが,もぐるにはそのような制限はなく,い

ったん水中に入ったらどう劫こうと自由である｡ニ格

にとり得るものとしては,｢しずむ｣の方は,液体に限

られており,それ以外の用法は派生的用法と考えられ

るのに対し,｢もぐる｣は,何かにとり囲まれるよう

にしてまわりから見えない状態になることが意味特徴

の中心であるから,雪や穴,ふとんなど様々なものが

ある｡水は ｢もぐる｣のとり得る多くのもののうちの

ひとつであると考えられる｡ニ格に水をとる場合に限

って言えば.｢しずむ｣は無意志的,｢もぐる｣は意志

的というふうに区別できるが,その他の場合は,･｢もぐ

る｣が無意志的に用いられた例があった｡

｢もぐる｣は,｢かくれる｣｢ひそむ｣などとも似て

いる点がある｡それは,外部から見えなくなるという

点であった｡｢ひそむ｣は,目的意識が強 く,かなり

強い意図が感じられるが,｢もぐる｣は,その動作自

体が問題であり,意図的であるということを動詞の意

味特徴とすることはできない｡｢かくれる｣はどちら

の場合 も言える｡また,かくれ方としては,｢かくれ

る｣は,物の陰などに入るなどして,視点と対象物と

の間に物が置かれることで見えなくなってもよいし.

何かにすっぽりおおわれてもよいのであるが.｢もぐ

る｣は何かにすっぽりと囲まれているようでなければ

ならない｡その時,接触,もしくは近接していなけれ

ばならないのである｡さらに,｢もぐる｣は移動とい

う要素がかなり亜要であり,｢かくれる｣｢ひそむ｣と

違う点である｡｢もぐる｣はかくれることを表すこれ

らの動詞と入水動詞との接点に位置する動詞である｡

修士論文 ｢東京式･京阪式の接触地帯

のアクセント

- 高知県西部方言の場合｢ 要 旨

坂 東 多衣子

本論は,高知式(京阪式)アクセントと,幡多式(東

京式)アクセントの接触する.高知県西部の山間部に

位置する5地点のアクセントの変化過程を,記述 ･考

察することを目的としている｡

序論においては,本論の目的 ･考察の視点,本論の

土台となった1976年の調査概要,そして今回の調査概

質,調査地の概観について述べ,従来の研究について

もふれた｡

まず,本論第-章においては,高知県高岡郡窪川町

秋丸,幡多郡大正町弘瀬,上岡の3地点については,
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老年層 (60-80改代),壮年層 (50改代),青年層 (15

-20歳).少年層 (10-12歳)の4世代を,老 ･壮 ･

背年屑を中心に.北の川,上官の2地点は老 ･青年層

を中心に,主に質問調査によって得た1･2･3柏名

詞,2･3柏助詞 ･形容詞についてのアクセント体系

の記述 ･考察を行ない,次の点を述べた｡

(1) 秋丸は,老 ･壮年層は高知式アクセント,背 ･少

年層は畔高知式アクセントを示し,高知式アクセン

トの尾南型のiifi商型化への変化を,壮年層から青 ･

少年層-の過程で示している｡

(2) 弘瀬は,老年層は高知式アクセント,壮年層は準

尚知式アクセント,背 ･少年層は北の川式アクセン

ト(例えば,2相名詞の場合,I【●●(>))/ⅠⅠ

IttⅣV (●0(D)〕)を示すという箸Lい変化を示

している｡

(3)上岡は4世代共,準幡多式アクセント(例えば2

相名詞の場合, Ⅰ【○●(ト))/ⅠⅠIII【●●,○●

D))/ⅣⅤ 【●○(D･))を示し.老年層>壮年層>

背 ･少年層順にその相が安定してきている｡

(4) 北の川は.老 ･背年屑共,北の川式アクセントを

示す｡

(5) 上宮は,老年J削ま準幡多式アクセントを示してい

るが,背 ･少年J削ま北の川式アクセントを示してい

る｡

以上より,

(6) 上記5地点は,すべてP.-!,JJ'知式アクセントから変化

したアクセントであること｡

(7) 尚知式アクセントからの変化の際には,次の変化

がおこる｡

a:掩it:.';9･J.の語のWIP.-;,!J'型化

b:rtlT.･!,7型の語のWIP.I.'J'型化

C:野ip,-.lJ.型の語のr11尚型化
d:アクセントの山を波及させる変化

上記4桃のうち,aが澱もはやくおこり.その変

化がかなり進んだ後に,bcdがおこり始める｡そ

のうち.dがおこるのか,舵も迎い｡

(8) i!JI･年屑が,揃って北の川式アクセントを示す,臥
瀬 ･北の川 ･上富は,弘術では,高知式アクセント

>北の川式アクセントへ,北の川 ･上宮では,高知

式アクセント>準幡多式アクセント>北の川式アク

セントへと変化したと考えられる｡この場合,北の

川と上古の変化の安国としては,窪川文化圏を背景

とした7.-.5知式アクセントの形轡が考えられ この地

区の小rトい也である北の川が,投も早くから,北の

川式アクセントを示すようになったと考えられる｡

また,弘瀬 ･上宮の背 ･少年層の北の川式アクセン

ト化については.上記の理由に加え,学区が,大き

な要因とLてあげられる.

(9) すなわち,この5地点は,秋九は,高知式アクセ

ントが,内的変化を進めている相,上岡は,高知式

アクセントが準幡多式アクセント-変化し,さらに

幡多式アクセント化しつつある相,そして弘瀬 ･北

の川･上宮の北の川地区は,7.I.1知式アクセントが.

独自のアクセントへと変化した相と.考えられる｡

(10) また,老年屑のみに行なった誼みの調査では,質

問調薮との差がみられた｡このように,不安定なア

クセントを示す地点では.従来,読みのみの調査が

多く行なわれていたが.耽みのみの調査では危険で

あるといえよう｡

次に,本論節二輩においては,弘樹と上宮の2地点

で行なった,成月の約2割にあたる人数の2相名詞の

アクセントの部分体系調査について,次のような考察

を行なった｡

弘瀬は.ほぼ30歳代後半までは,拓知式アクセント,

または畔幡多式アクセントの4型の相を示しているが,

それが,20成代後半～30歳代前半では3型となり,20

歳代前半以下は,すべて北の川式アクセントを示して

いる｡

これは.大正町内でも,枚も窪川町に近い所に位置

しているため.7,I,紬t式アクセントの形管下にあって,

内的変化が進んでいたところへ,若年では. 学区とい

う大きな要因が働き,変化を促進させたものと思われ

る｡

上宮では,老 ･壮年層のrllには縞知式アクセントか

ら変化したことをうかがわせる柵を示すものもいる

が,ほとんどが,畔幡多式アクセント,若年屑もほと

んどが,北の川式アクセントを示している｡

その北の川式アクセント化の輩【封としては,.'I:読.川文

化圏を背教としたP.!,JJ一知式アクセントの形轡の他に,性

別,通学する尚校.学区,核触する入札 職場等が,

その要因として考えられるo

そして,妃に.畔.11癖多式アクセントを示しているも

のの中には,他のアクセントを満す人との接触によっ

て生じる型知覚の矧札 そしてその結氷おこる型知覚

の締れにより,いずれは幌昧アクセントへと変化して

ゆくことを予想させる相を示しているものもいた｡

このように.上記2地点は.個人によって.その示

すアクセントに差があることをみた｡

般後に,このit'1J'知LI.L･西部の接触地;肝のアクセントは,
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大きくは,高知式アクセントから,幡多式アクセント

への変化の中で,その変化のおこる時期の相速により,

異なった相をみせていると考えられることを述べた｡

修士論文 ｢待遇表現行動の研究一課題提起

と八丈島洞韓沢における記述-｣要旨

沖 裕 子

本論文は, 5章よりなる｡第1車では.待遇表現研

究のあり方をめぐっての私見を述べ,第2章以下では,
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八丈島洞輪沢典薄における全数調査をもとに,第1車

で堤起した課題のいくつかについて,実証的に論究し

た｡

第1牽 ｢待遇表現行動のモデルと研究上の問題点｣

待遇表現を,｢主体の外界に対する配慮が言語表現

の上に反映されること,またその表現｣と考える立場

からは.研究の際,｢待遇表現行動｣の視点に立脚する

ことがその本質をよくとらえ,また,実証的な研究の展

開を可能にすると考えていることを述べた｡また,待

遇表現行動研究の方法としては,まず仮説としてのモ

デルを構築し,実際の待遇表現行動と一致したものに

させることを液絡的な記述目標とすることを述べた｡

モデルの細部を梢密に明らかにしていく前段階とし

て,待遇表現行動の基本的な機構を示す論者のモデル

を提示し.それをもとにして研究されるべき深題を9

点に分けて提示した｡モデルには,従来にも指摘され

てきた,場面が言語表現に形轡を与える過程のほかに,

言語変種に対する主体の評価的認織が待遇表現の選択

に影響を与える過程を新しく組み込み,研究課題とし

てとりあげた｡また,主体の持つ社会的 ･心理的属性

の影響,および,外在的環境,言語変種に加わる社会

的決定も.待遇表現行動研究の一環として位置づけた｡

第2牽 ｢洞輪沢集落における待遇表現行劫- 調査の

概要- ｣

調査の概要,分析の基本的態度,および,調査地城.

調査対象者のプロフィルをここで述べた｡

調査は.1978年6月30日から7月18日にかけて論者

が単独に行なった面接調査で,東京都八丈町末書洞籍

沢に在住する中学生以上の成月約90人を対象にしたも

のである｡

第3章 ｢洞絵沢輿渚の村落生活と対人場面の形成｣

何が,場面の高低を形成する要因となるかは,従来,

実証的な解明があまりなされていなかったテーマであ

る｡

観察するための調査方法に対する知見を述べなが

ら,対人場面形成の要因を探るために作製した論者の

調査方法を説明し,それにもとづいた調査結果から上

記のテーマの考察を行なった｡

その結果,洞冶沢においては,少なくとも未知 ･地

位 ･年齢という要因が対人場面の高低を形成する要因

となること｡高い場面を作る要因間の優先順は,未知･

地位 ･年齢の順に先行し,当地では,少なくとも調査

時点においては.家格はあまり関係しないことを明ら

かにした｡

また,男女では,これらの要因の利き方に差がある

ことを明らかにした｡

第4茸 ｢場面と言語｣

｢ココニアンタノナマエヲ旦ヱ｣という表現 (下線

部)をとりあげ,対人場面によりどのような表現が選

択されるか,場面と言語表現の関係について一端を考

察した｡

まず,共通語についてであるが,この調査資料の限

りから分析したところでは,少なくとも4種の使用の

され方があることを明らかにした｡

｢村内場面｣において用いられる ｢カケ｣を表わす

表現には,まとめると6類あるが,その中で比較的年

齢差を無視できる ｢カイテタモーレ類｣｢カイテケロ

頬｣｢カケ頬｣の場面による使用の実態を記述した｡

そのとき,｢女性は一般に男性よりていねいな言い方

をする｣という使用上 (運用上)の傾向を差し引いて

もなお残る男女の差異に注目し,これを,待遇価 (待

遇的意味)の差として結論づけた｡

第5章 ｢場面による言語表現を規定するもの- 評価

的認識をとりあげて- ｣

｢ココニアンタノナマエヲ旦ヱ ｣｢ワタシケ土ヱ｣

(下線部)にあたる待遇表現形式について,い)使用す

るかしないか (使用意識と呼ぶ),(ロ)ていねいだと思

う順 (順位意識と呼ぶ),い場面別に設定された相手

に対してそれを使用できるかどうか,失礼ではないか,

ていねいすぎはしないか (使用許容城の意識と呼ぶ),

を尋ねた｡

(イ)(｡)について.｢イク｣にあたる表現では,イッテ

ケロワとイコワのていねいさの順位意識に男女で逆転

があり,女性の6割がイッテケロワをイコワより低く

認識していることを明らかにした｡そしてこの場合は,

ていねいさの順位意識の上で低く認識されたことが,

女性のイッテケロワの使用を制限するひとつの要因と

なっていると考察した｡

(Jうについては,｢カケ｣にあたる4つの表現につい
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て,それぞれの使用許容城の意識が男女で異なること

を明らかにした｡そして,これら使用許容城の意故の

違いを,第4華で述べた男女差を生み出していく一原

因として考察した｡ (1980.1)
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